平成１４年度　第１回　デジタル３種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　図の伝送路符号形式は、（　ア　）方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　複流ＲＺ　　②　複流ＮＲＺ　　③　単流ＲＺ　　④　ＡＭＩ　　⑤　単流ＮＲＺ　　
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　（２）　ＯＳＩ参照モデルの物理相に関する次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　アナログ網やデジタル網などの伝送路特性に適した各種の規格が規定されている。

　　　　Ｂ　伝送路上でビット列の伝送を行い、伝送誤りが発生したときは物理層独自では回復できな

い。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（３）　音声などのアナログ信号をデジタル信号に変換する装置と、これと逆にデジタル信号をアナ

ログ信号に変換する装置は、二つを総称して（　ウ　）といわれる。　　　　　　　（５点）

	①　コーデック　　②　等化増幅器　　③　共振器　　④　デジタルパス　⑤　標本化回路


（４）　基本形データ伝送制御手順においては、受信側は、受信したデータブロックに誤りを検出し

たとき、一般に（　エ　）で応答して、送信側に対してそのデータブロックの再送を要求する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　ＡＣＫ　　②　ＤＥＬ　　③　ＥＮＱ　　④　ＮＡＫ　⑤　ＳＹＮ


　（５）　データ伝送における（　オ　）には、端末相互間又はコンピュータセンタと端末間などで単

位時間内に伝送されるキャラクタ、ブロックなどの個数が使われている。時間の単位としては、

秒、分、時間などが用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　データ伝送速度　　②　データ信号速度　　③　変調速度　　④　伝送符号速度


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースの参照構成は、ＮＴ１、ＮＴ２、ＴＡ、ＴＥ１及びＴＥ

２の機能群並びにＴ、Ｓ及びＲの参照点で構成される。このうち、（　ア　）は、アナログ端

末などの非ＩＳＤＮ端末をＩＳＤＮユーザ・網インタフェースに接続するための物理的特性や

プロトコルを変換する機能を有している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　ＮＴ１　　②　ＮＴ２　　③　ＴＡ　　④　ＴＡ１　⑤　ＴＥ２


　（２）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでは、Ｄチャネルを複数の端末で共用することがで

きるが、この場合は、複数の端末から同時に送出される信号間の（　イ　）制御が必要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　順　序　　②　トラヒック　　③　競　合　　④　誤　り


　（３）　ＩＳＤＮサービスのうち、（　ウ　）サービスは、下位層だけでなく、上位層のプロトコル

まで規定されたサービスのことで、端末機能まで含んだ完結したサービスとなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　テレ　　②　パケット交換　　③　回線交換　　④　ベアラ


　（４）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、時分割方向制御方式（ＴＣＭ方式）を用

いた場合、メタリック加入者伝送路上のラインビットレートは、（　エ　）キロビット／秒で

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　１２８　　②　１９２　　③　２８８　　④　３２０


　（５）　ＩＳＤＮ基本インタフェースのＳ／Ｔ点において、レイヤ１の伝送フレームは１フレーム当

たり（　オ　）ビットである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　２４　　②　４８　　③　１２８　　④　１９３


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでは、同一の物理インタフェース上の複数のデータ

リンクを識別する仕組みとしてフレームのアドレスフィールドにＴＥＩと（　ア　）がり、こ

れらはまとめてデータリンクコネクション識別子といわれる。　　　　　　　　　　　（５点）

	①　ＬＣＮ（論理チャネル番号）　　　　　　　　　　②　プロトコル識別子

3 ＳＡＰＩ（サービスアクセスポイント識別子）

　④　ＧＦＩ（ゼネラルフォーマット識別子）


　（２）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのＬＡＰＤについての次の二つの記述は、（　イ　）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　送信端末と受信端末間のルーチングを行うこともＬＡＰＤの機能である。

　　　　Ｂ　ＬＡＰＤによる非確認形情報転送では、伝送エラーの回復処理は行われない。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（３）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ３の呼設定メッセージでは、（　ウ　）

の指定を行っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　フロー制御を行うか行わないか　　②　回線交換かパケット交換かの交換モード

③　奇数パリティか偶数パリティか　　④　半二重通信か全二重通信か

　④　コネクション型通信かコネクションレス型通信か

	


　（４）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける情報転送モードについての記述のうち、誤

っているものは、（　エ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	1 情報転送モードには、確認形情報転送と非確認形情報転送モードの２種類のモードが

　　ある。

2 確認形情報転送モードでは、フロー制御は行われない。

3 非確認形情報転送モードでは、シーケンス番号を持たないフレームで情報が転送され

る。

4 確認形情報転送モードは、ポイント・ツー・ポイントリンクに適用できる。

　⑤　非確認形情報転送モードは、ポイント・ツー・マルチポイントリンクに適用できる。


　（５）　図は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、回線交換呼に対する発呼からデー

タ転送までのシーケンスの例である。図中のＹの部分のシーケンスは、（　オ　）チャネルを

使用して通信が行われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　６４キロビット／秒のＢ　　②　３２キロビット／秒のＢ

　③　１６キロビット／秒のＢ　　④　６４キロビット／秒のＤ

　⑤　１６キロビット／秒のＤ
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第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　接地についての次の記述のうち、誤っているものは、（　ア　）である。　　　　　（５点）

	①　水分が多く含まれている土壌ほど、接地抵抗値は低下する。

2 接地抵抗値は、土壌の抵抗率、接地体の土壌との接触面積などにより定まる。

3 土壌の抵抗率が高くなれば、接地抵抗値は高くなる。

4 接地抵抗値は、電位降下法を用いて測定することができる。

5 端末機器の筐体を接地するときは、接地抵抗値を１０オーム以下とする必要がある。


　（２）　保安装置に使用する（　イ　）は、雷サージ等から宅内機器を保護するため、電気通信回線

のＬ1とアース間及びＬ2線とアース間にそれぞれ挿入・接続される。　　　　　　　（５点）

	①　ヒートコイル　　②　避雷器　　③　接地線　　④　ヒューズ


　（３）　屋内線の配線用材料であるワイヤプロテクタは、屋内線を床面に配線するときに、主として

（　ウ　）防護のために用いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　電気的な　　②　絶縁不良からの　　③　ちり、ほこり等からの

　④　機械的な　　⑤　多湿からの


　（４）　アナログ回路形を用いた測定について述べた次の二つの記述は、（　エ　）。　　　（５点）

　　　　Ａ　電流を測定する場合、通常、測定しようとする回路に並列に接続する。

　　　　Ｂ　直流電圧の測定は、交流電圧の測定と異なり、測定しようとする回路に直列に接続する。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（５）　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．２４インタフェースは、専用回線や電話交換回線などと接続する端末イ

ンタフェースの一つであり、物理的条件による接続コネクタの形状は、ＩＳＯで規定された

（　オ　）ピンコネクタである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　８　　②　９　　③　１６　　④　２４　　⑤　２５


解答

第１問（ア）⑤　（イ）③　（ウ）①　（エ）④　（オ）①

第２問（ア）③　（イ）③　（ウ）①　（エ）④　（オ）②

第３問（ア）③　（イ）②　（ウ）②　（エ）②　（オ）①

第４問（ア）⑤　（イ）②　（ウ）④　（エ）④　（オ）⑤
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